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ひ
と
り
の
女
性
社
員
か
ら
の
１
通
の
社

長
宛
メ
ー
ル
が
会
社
を
動
か
し
ま
し
た
。

こ
の
メ
ー
ル
は「
母
性
保
護
処
置
」に
関

す
る
提
言
で
、
社
長
が「
社
員
重
視
」「
女

性
活
性
化
」
を
考
え
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と

重
な
り
具
体
的
な
取
組
が
始
ま
り
ま
し

た
。

２
０
０
６
年
１
月
に
社
長
直
下
に「
女

性
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
し
、
80

項
目
以
上
の
女
性
社
員
の
声
に
対
し
て
、

社
長
自
ら
が
女
性
社
員
、
人
事
担
当
、
労

働
組
合
と
一
つ
ひ
と
つ
対
応
を
検
討
し
、

で
き
る
限
り
要
望
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ

の
活
動
を
通
し
て
、
女
性
社
員
自
ら
の
声

で「
全
社
活
性
化
」へ
と
活
動
の
範
囲
を
広

げ
て
い
き
ま
し
た
。

女
性
が
原
動
力
と
な
り
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進

全
社
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
２
０
０

６
年
10
月
に「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進

室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
全
社
員
に
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
こ
と
を

分
か
り
や
す
く
周
知
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
室
で
は
、
ま
ず「
テ
レ

ワ
ー
ク
」の
導
入
に
着
手
し
ま
し
た
。
テ
レ

ワ
ー
ク
は
在
宅
勤
務
や
モ
バ
イ
ル
環
境
で
の

勤
務
と
い
っ
た
会
社
以
外
で
仕
事
す
る
ス

タ
イ
ル
で
あ
り
、
育
児
・
介
護
支
援
に
有
効

で
あ
る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
・
労
働
人

口
減
少
な
ど
近
未
来
の
環
境
へ
も
っ
と
も

効
果
的
で
す
。
在
宅
勤
務
に
お
い
て
は
、
通

勤
時
間
が
な
く
な
る
な
ど
実
施
す
る
社
員

に
は
メ
リ
ッ
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

定
時
退
社
推
進
や
有
給
休
暇
取
得
推
進

も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
一
環
と
し

て
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

社
員
が
理
解
し
や
す
い
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進

経
営
戦
略
と
し
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

株
式
会
社
富
士
通
ワ
イ
エ
フ
シ
ー

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
室
　
担
当
部
長

亀
井
秀
次
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女
性
社
員
の
声
を
き
っ
か
け
に
、
２
０
０

６
年
８
月
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
を
検
討

し
、
わ
ず
か
２
カ
月
で
試
行
を
実
施
し
ま

し
た
。
試
行
に
は
社
員
自
ら
手
を
挙
げ
て

も
ら
い
、
積
極
的
な
試
行
と
本
格
導
入
に

向
け
て
意
見
を
収
集
し
ま
し
た
。

２
０
０
７
年
４
月
よ
り
本
格
導
入
し
、

現
在
で
は
対
象
社
員
の
約
30
％
が
テ
レ
ワ

ー
カ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
も
社
員
の
声
を
収
集
し
、
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
室
が
中
心
と
な
り
、
テ

レ
ワ
ー
ク
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
社
員

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
目
指
し
て
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
、
社
員
全

員
に
内
線
・
外
線
の
両
方
を
利
用
で
き
る

電
話
機
を
配
布
し
、
社
員
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
テ
レ
ワ

ー
ク
を
実
施
す
る
社
員
へ
会
社
か
ら
内
線

番
号
で
連
絡
が
可
能
と
な
り
、
在
宅
等
の

社
外
か
ら
内
線
・
外
線
の
発
信
が
可
能
に

な
り
会
社
に
い
る
と
き
と
同
じ
環
境
へ
大

き
く
近
づ
け
ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

当
初
予
測
し
た
効
果
は
、
通
勤
時
間
が

な
く
な
る
こ
と
や
育
児
支
援
と
な
る
こ
と

で
し
た
。
推
進
し
て
い
く
中
で
思
わ
ぬ
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

主
な
効
果

残
業
時
間
の
減
少（
年
間
▲
56
時
間
／

人
）、
業
務
計
画
性
向
上
、
家
族
と
の
時

間
等
自
己
時
間
の
増
加
、
男
性
育
児
休

業
３
名
取
得
、
低
炭
素
社
会
へ
貢
献（
テ

レ
ワ
ー
ク
試
行
実
績
で
の
試
算：

年
間

４
ト
ン
削
減
）

社
外
か
ら
の
評
価

●

第
８
・
９
回
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
賞
　

優
秀
賞

２
年
連
続
受
賞

●

第
１
回
よ
こ
は
ま
グ
ッ
ド
バ
ラ
ン
ス
賞

表
彰
・
認
定

●

第
１
回J-w

in
A
w
ard

敢
闘
賞
　

受
賞

●

２
０
０
８
年
９
月

く
る
み
ん
認
定
取
得
、
均
等
・
両
立
推

進
企
業
表
彰（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ

ー
部
門
）神
奈
川
労
働
局
長
賞
　
受
賞

●

２
０
０
９
年
１
月

か
な
が
わ
子
育
て
応
援
団
　
認
定

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
し
て
の
効
果

当
社
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
推
進
し
て
い

ま
す
。
社
員
も
会
社
の
風
土
が
変
わ
っ
た
こ

と
を
実
感
で
き
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
労
働
人
口
不
足
等
、
こ

れ
か
ら
女
性
の
労
働
力
の
必
要
性
が
高
ま

る
と
同
時
に
、
出
産
・
育
児
、
介
護
等
、
企

業
と
し
て
社
員
が
抱
え
る
多
く
の
問
題
へ

対
応
す
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
企
業
と
し
て
社
員
重
視
で
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
こ
と

を
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま

す
。企

業
は
、
社
員
が
明
る
く
、
元
気
に
、い

き
い
き
と
し
た
職
場
環
境
を
社
会
と
調
和

し
な
が
ら
提
供
し
、
社
員
が
自
ら
の
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
で
、
企
業

と
社
員
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
は
企
業
に
と
っ
て「
経
営
戦
略
の
カ
ギ
」

と
な
る
で
し
ょ
う
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
経
営
戦
略
の
カ
ギ

企業におけるワーク・ライフ・バランスの取組


